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法政大学は、「持続可能な地球社会の構築を目指す拠
点」としてSDGs（持続可能な開発目標）について重要
課題と関連付けて取り組んでいきます。

関連するSDGs
用紙の原料となる「森林資源」は、
生物の生息環境を提供する貴重な
「自然資源」です。物品選定時に
は、原料の採取における「持続可能
性」も十分に考慮する。

の

資源削減に向けた

裏面活用、両面印刷
及び１ページに複数
ページを印刷する集
約印刷

印刷機器のプレビュ
ー機能等を活用した
ミスプリントの防止

「法政大学の掟」においては、「快適さ」を意識し、健康的に、地球環境問題の解決を目指す上での「心構え」を示しています。

掟

コピー・リソ・OA用紙使用量を2019年度実績値以下とする。

2022年度環境目標

コピー機は用紙の縦横・表裏に
留意して「用紙」を設定するべし。

例えば、16枚のスライドを
「8 in 1」に集約して1枚に
両面印刷して大幅に節約。

配布資料の電子化
配布部数の適正化

電子媒体化の具体例発行物を電子媒体化した割合
（2020年度）

多摩（17%）、小金井（27%）から

電子媒体化の具体的な例としては、出願書類、奨学金申請書類、講座パンフレット、授業用資料、履修の手引
き、学生向けの利用ガイド、オンライン会議システムによる資料、EMS運用管理アンケート等が挙げられます。

大幅にUP
（2019年度比）

机の上に紙資料が山積
みでスペースが足りない。

うっかり印刷ミスをしてしまった場合
は、情報の機密性に留意して裏紙を
しっかりと活用。

とにかく、うっかり間違って印刷しない
ためにはどうしたらいいの？

集約する枚数は文字の分量にもよる。

発行物を電子媒体化した割合は、


